
平成29年度デフォルト適用候補物質

(１）　平成29年度デフォルト適用を検討する物質（８物質）

難分解性
または

分解性不
明

良分解性
有害性情
報なし

情報の信
頼性なし

甲殻類急性
（mg/L）

魚類急性
（mg/L）

甲殻類急性
（mg/L）

魚類急性
（mg/L）

1 26635-75-6

Poly(oxy-1,2-ethanediyl),
.alpha.-[2-[(1-

oxododecyl)amino]ethyl]-
.omega.-hydroxy-

3 4 〇 12.3 17.5 8.6 21

2 33939-64-9

ナトリウム＝α－（カルボキ
シラトメチル）－ω－（ドデ
カン－１－イルオキシ）ポリ

（オキシエチレン）

3 4 〇 判定不能 判定不能 構造× 構造×

3 98-00-0 フルフリルアルコール 4 4 〇*3 489 697 構造× 440

5 68920-66-1
Alcohols, C16-18 and C18-
unsatd., ethoxylated

4 4 〇
*3 logP× logP×

3.4
(水溶解度超の
ため使用不可)

2.1
(水溶解度超の
ため使用不可)

6 68439-49-6
Alcohols, C16-18,
ethoxylated

3 4 〇*3 QSAR予測せず QSAR予測せず QSAR予測せず QSAR予測せず

7 9005-00-9
Poly(oxy-1,2-ethanediyl),
.alpha.-octadecyl-.omega.-

hydroxy-
4 5 〇*3 QSAR予測せず QSAR予測せず QSAR予測せず QSAR予測せず

8 78-23-9
 ３－ヒドロキシ－２，２－
ビス（ヒドロキシメチル）プ

ロピル＝ステアラート
3 3 〇 logP× logP× logP× logP×

＊1  ECOSAR v1.11により算出。魚類エンドポイント: Fish 96h LC50、甲殻類エンドポイント: Daphnid 48h LC50、logPはKowWin v1.68を使用。
＊2  KATE on NET により算出。魚類エンドポイント: Fish 96h LC50、甲殻類エンドポイント: Daphnid 48h EC50、logPはKowWin v1.68を使用。
＊3・・・別添参照

参考：QSAR予測結果

ECOSAR*1 KATE*2

4 4 判定不能 判定不能 41 45

平成29年度暴露ク
ラス(生態)

〇*3

デフォルト適用検
討の理由

番号

4

構造名称ＣＡＳ番号

3164-85-0
カリウム＝２－エチルヘキサ

ノアート
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有害性クラス判定の根拠データ一覧

CAS番号 98-00-0
化審法整理番号
旧指定物質番号
物質名 フルフリルアルコール

水溶解度 1000000 mg/L
備考

化審法
審査済

農薬登
録基準

USEPA
PED

OECD
SIDS

EU
IUCLID

ECHA

環境省
環境リ
スク初
期評価

EU
RAR

NITE初
期リス
ク（有
害性）
評価

ECETO
C

EHC CICAD
Japan

C

全て1

1:分散
剤規定
以下及
び水溶
解度以
下

1:Cかつ
化審法
同等試
験
2:S

1:1かつ
化審法
同等試
験
2:1又は
2

2:1or2 2:1or2

1:Aかつ
生態影
響試験
2:A又は
B

2:valid
2:採用さ
れた
データ

2:採用さ
れた
データ

2:採用さ
れた
データ

2:採用さ
れた
データ

1:GLP
2:非GLP

データ名称

急性

慢性

4
Daphnia
magna

mobility LC50 24 Hour 115 mg/L
Bringmann, G.,
and R. Kuhn

Results of the Damaging Effect of Water
Pollutants on Daphnia magna (Befunde
der Schadwirkung Wassergefahrdender
Stoffe Gegen Daphnia magna).

Z.Wasser-Abwasser-
Forsch. 10(5):161-
166(ENG
TRANSL)(OECDG
Data File)(GER)(ENG
ABS).

1977 AQUIRE 5718
試験条件・試験実施
時の状況が不明の
ため

4
Daphnia
magna

mobility EC50 24 Hour 328 mg/L
Bringmann, G.,
and R. Kuehn

Results of Toxic Action of Water
Pollutants on Daphnia magna Straus
Tested by an Improved Standardized
Procedure.

Z.Wasser-Abwasser-
Forsch. 15(1):1-6
(GER) (ENG ABS)
(OECDG Data File).

1982 AQUIRE 707
試験条件・試験実施
時の状況が不明の
ため

4
Daphnia
magna

mobility EC50 24 Hour 328 mg/L publication 1982 2
試験条件・試験実施
時の状況が不明の
ため

key study

4
Daphnia
magna

EC50 24 Hour 328 mg/L
Handbuch der Gefahrlichen Guter -
Hommel 3 Merkblatt 850

○
試験条件・試験実施
時の状況が不明の
ため

慢性

急性

慢性

＊備考として特に記載ない場合、被験物質は当該物質と同一

魚類

備考
（不採用の理由）

信頼性生物種

藻類

急性

甲殻類

文献情報学名 影響内容
暴露期
間（値）

暴露期間
（単位）

毒性値
(不等
号)

毒性値
(単位)

エンドポ
イント

毒性値
(数値)

詳細な信頼性評価を必要としない有害性データ
【上段】評価書・データベース略称

【下段】信頼性評価基準 (化審法ランク：評価書ランク)
原著

著者 タイトル 記載誌 発行年

詳細な信頼性
評価を必要と
する有害性

データ



有害性クラス判定の根拠データ一覧　（1/3）

CAS番号 3164-85-0
化審法整理番号
旧指定物質番号
物質名 カリウム＝２－エチルヘキサノアート

水溶解度 2.86E+05 mg/L (25℃, 推計値)
備考

生物種

化審法
審査済

農薬登
録基準

USEPA
PED

OECD
SIDS

EU
IUCLID

ECHA

環境省
環境リ
スク初
期評価

EU
RAR

NITE初
期リス
ク（有
害性）
評価

ECETO
C

EHC CICAD
Japan

C

全て1

1:分散
剤規定
以下及
び水溶
解度以
下

1:Cかつ
化審法
同等試
験
2:S

1:1かつ
化審法
同等試
験
2:1又は
2

2:1or2 2:1or2

1:Aかつ
生態影
響試験
2:A又は
B

2:valid
2:採用さ
れた
データ

2:採用さ
れた
データ

2:採用さ
れた
データ

2:採用さ
れた
データ

1:GLP
2:非
GLP

データ名
称

藻類 急性 4
Desmodesmu
s subspicatus

growth
rate

EC50 72 hours 49.3 mg/L study report 1988 2

化審法ではナトリウム塩
からカリウム塩の毒性値
を判断するには同等性を
判断するが、そのための
データが不足しているた
め、採用不可
149-57-5
2-ethylhexanoic acid

②藻類
key study
read-across from supporting
substance

4
Pseudokirchn

erella
subcapitata

growth
rate

EC50 72 hours 500 mg/L

NITE (National
Institute of
Technology and
Evaluation)
Japan

Information on Environmental Toxicity 2001 2

化審法ではナトリウム塩
からカリウム塩の毒性値
を判断するには同等性を
判断するが、そのための
データが不足しているた
め、採用不可
19766-89-3
Sodium 2-ethylhexanoate

①藻類
supporting study
read-across from supporting
substance

慢性 4
Desmodesmu
s subspicatus

growth
rate

EC10 72 hours 32 mg/L study report 1988 2

化審法ではナトリウム塩
からカリウム塩の毒性値
を判断するには同等性を
判断するが、そのための
データが不足しているた
め、採用不可
149-57-5
2-ethylhexanoic acid

②藻類
key study
read-across from supporting
substance

4
Pseudokirchn

erella
subcapitata

growth
rate

NOEC 72 hours 130 mg/L

NITE (National
Institute of
Technology and
Evaluation)
Japan

Information on Environmental Toxicity 2001 2

化審法ではナトリウム塩
からカリウム塩の毒性値
を判断するには同等性を
判断するが、そのための
データが不足しているた
め、採用不可
19766-89-3
Sodium 2-ethylhexanoate

①藻類
supporting study
read-across from supporting
substance

信頼性 学名 影響内容
エンドポ
イント

暴露期
間（値）

暴露期間
（単位）

毒性値
(不等
号)

毒性値
(数値)

毒性値
(単位)

原著 詳細な信
頼性評価
を必要と
する有害
性データ

備考
（不採用の理由）

文献情報

著者 タイトル 記載誌 発行年

詳細な信頼性評価を必要としない有害性データ
【上段】評価書・データベース略称

【下段】信頼性評価基準 (化審法ランク：評価書ランク)



有害性クラス判定の根拠データ一覧　（2/3）

CAS番号 3164-85-0
化審法整理番号
旧指定物質番号
物質名 カリウム＝２－エチルヘキサノアート

水溶解度 2.86E+05 mg/L (25℃, 推計値)
備考

生物種

化審法
審査済

農薬登
録基準

USEPA
PED

OECD
SIDS

EU
IUCLID

ECHA

環境省
環境リ
スク初
期評価

EU
RAR

NITE初
期リス
ク（有
害性）
評価

ECETO
C

EHC CICAD
Japan

C

全て1

1:分散
剤規定
以下及
び水溶
解度以
下

1:Cかつ
化審法
同等試
験
2:S

1:1かつ
化審法
同等試
験
2:1又は
2

2:1or2 2:1or2

1:Aかつ
生態影
響試験
2:A又は
B

2:valid
2:採用さ
れた
データ

2:採用さ
れた
データ

2:採用さ
れた
データ

2:採用さ
れた
データ

1:GLP
2:非
GLP

データ名
称

信頼性 学名 影響内容
エンドポ
イント

暴露期
間（値）

暴露期間
（単位）

毒性値
(不等
号)

毒性値
(数値)

毒性値
(単位)

原著 詳細な信
頼性評価
を必要と
する有害
性データ

備考
（不採用の理由）

文献情報

著者 タイトル 記載誌 発行年

詳細な信頼性評価を必要としない有害性データ
【上段】評価書・データベース略称

【下段】信頼性評価基準 (化審法ランク：評価書ランク)

甲殻類 急性 4
Daphnia
magna

LC50 48 hours 85.38 mg/L publication 1988 2

化審法ではナトリウム塩
からカリウム塩の毒性値
を判断するには同等性を
判断するが、そのための
データが不足しているた
め、採用不可
149-57-5
2-ethylhexanoic acid

⑪甲殻類
weight of evidence
read-across from supporting
substance

4
Daphnia
magna

LC50 48 hours 85.4 mg/L study report 1988 2

化審法ではナトリウム塩
からカリウム塩の毒性値
を判断するには同等性を
判断するが、そのための
データが不足しているた
め、採用不可
149-57-5
2-ethylhexanoic acid

③甲殻類
weight of evidence
read-across from supporting
substance

4
Daphnia
magna

mobility EC50 48 hours 106 mg/L study report 1993 2

化審法ではナトリウム塩
からカリウム塩の毒性値
を判断するには同等性を
判断するが、そのための
データが不足しているた
め、採用不可
149-57-5
2-ethylhexanoic acid

⑤甲殻類
weight of evidence
read-across from supporting
substance

4
Daphnia
magna

mobility EC50 48 hours 116.6 mg/L
Horn O, Nalli S,
Cooper D, Nicell
J.

Plasticizer metabolites in the
environment

Water Res 38(17):3693
–3698.

2004 2

化審法ではナトリウム塩
からカリウム塩の毒性値
を判断するには同等性を
判断するが、そのための
データが不足しているた
め、採用不可
149-57-5
2-ethylhexanoic acid

⑩甲殻類
weight of evidence
read-across from supporting
substance

4
Daphnia
magna

LC50 48 hours 120 mg/L
Horn O, Nalli S,
Cooper D, Nicell
J.

Plasticizer metabolites in the
environment

Water Res 38(17):3693
–3698.

2004 2

化審法ではナトリウム塩
からカリウム塩の毒性値
を判断するには同等性を
判断するが、そのための
データが不足しているた
め、採用不可
149-57-5
2-ethylhexanoic acid

⑩甲殻類
weight of evidence
read-across from supporting
substance

4
Daphnia
magna

mobility EC50 48 hours 910 mg/L

NITE (National
Institute of
Technology and
Evaluation)
Japan

Information on Environmental Toxicity 2001 2

化審法ではナトリウム塩
からカリウム塩の毒性値
を判断するには同等性を
判断するが、そのための
データが不足しているた
め、採用不可
19766-89-3
Sodium 2-ethylhexanoate

④甲殻類
weight of evidence
read-across from supporting
substance

慢性 4
Daphnia
magna

reproducti
on

NOEC 21 days 18 mg/L NITE Japan Daphnia magna - Reproduction

Chemical Risk
Information Platform
(CHRIP),National
Institute of
Technology and
Evaluation Japan

2

化審法ではナトリウム塩
からカリウム塩の毒性値
を判断するには同等性を
判断するが、そのための
データが不足しているた
め、採用不可
19766-89-3
Sodium 2-ethylhexanoate

⑥甲殻類慢性
supporting study
read-across from supporting
substance

4
Daphnia
magna

reproducti
on

NOEC 21 days 25 mg/L BASF
Material safety data sheet:
2ethylhexanoic acid

[Internet]. Mississauga
(ON): BASF The
Chemical Company.
[revised 2009 Apr 24;
cited 2010 May].

2009 2
被験物質不明、
read-acrossのため

⑦甲殻類慢性
key study
read-across from supporting
substance



有害性クラス判定の根拠データ一覧　（3/3）

CAS番号 3164-85-0
化審法整理番号
旧指定物質番号
物質名 カリウム＝２－エチルヘキサノアート

水溶解度 2.86E+05 mg/L (25℃, 推計値)
備考

生物種

化審法
審査済

農薬登
録基準

USEPA
PED

OECD
SIDS

EU
IUCLID

ECHA

環境省
環境リ
スク初
期評価

EU
RAR

NITE初
期リス
ク（有
害性）
評価

ECETO
C

EHC CICAD
Japan

C

全て1

1:分散
剤規定
以下及
び水溶
解度以
下

1:Cかつ
化審法
同等試
験
2:S

1:1かつ
化審法
同等試
験
2:1又は
2

2:1or2 2:1or2

1:Aかつ
生態影
響試験
2:A又は
B

2:valid
2:採用さ
れた
データ

2:採用さ
れた
データ

2:採用さ
れた
データ

2:採用さ
れた
データ

1:GLP
2:非
GLP

データ名
称

信頼性 学名 影響内容
エンドポ
イント

暴露期
間（値）

暴露期間
（単位）

毒性値
(不等
号)

毒性値
(数値)

毒性値
(単位)

原著 詳細な信
頼性評価
を必要と
する有害
性データ

備考
（不採用の理由）

文献情報

著者 タイトル 記載誌 発行年

詳細な信頼性評価を必要としない有害性データ
【上段】評価書・データベース略称

【下段】信頼性評価基準 (化審法ランク：評価書ランク)

魚類 急性 4
Pimephales
promelas

LC50 96 hours 70 mg/L publication 1974 2

化審法ではナトリウム塩
からカリウム塩の毒性値
を判断するには同等性を
判断するが、そのための
データが不足しているた
め、採用不可
149-57-5
2-ethylhexanoic acid

⑫魚類
weight of evidence
read-across from supporting
substance

4
Oryzias
latipes

LC50 96 hours > 100 mg/L

NITE (National
Institute of
Technology and
Evaluation)
Japan

Information on Environmental Toxicity 2001 2

化審法ではナトリウム塩
からカリウム塩の毒性値
を判断するには同等性を
判断するが、そのための
データが不足しているた
め、採用不可
19766-89-3
Sodium 2-ethylhexanoate

⑧魚類
key study
read-across from supporting
substance

4
Oncorhynchu

s mykiss
LC50 96 hours 150 mg/L

Horn O, Nalli S,
Cooper D, Nicell
J

Plasticizer metabolites in the
environment.

Water Res 2004 2

化審法ではナトリウム塩
からカリウム塩の毒性値
を判断するには同等性を
判断するが、そのための
データが不足しているた
め、採用不可
149-57-5
2-ethylhexanoic acid

⑬魚類
weight of evidence
read-across from supporting
substance

4
Oncorhynchu

s mykiss
LC50 96 hours 180 mg/L

study report
1979 2

化審法ではナトリウム塩
からカリウム塩の毒性値
を判断するには同等性を
判断するが、そのための
データが不足しているた
め、採用不可
149-57-5
2-ethylhexanoic acid

⑨魚類
supporting study
read-across from supporting
substance

慢性

＊備考として特に記載ない場合、被験物質は当該物質と同一



有害性クラス判定の根拠データ一覧

CAS番号 68920-66-1
化審法整理番号
旧指定物質番号
物質名 Alcohols, C16-18 and C18-unsatd., ethoxylated

水溶解度 mg/L
備考

化審法
審査済

農薬登
録基準

USEPA
PED

OECD
SIDS

EU
IUCLID

ECHA

環境省
環境リ
スク初
期評価

EU
RAR

NITE初
期リス
ク（有
害性）
評価

ECET
OC

EHC CICAD
Japan

C

全て1

1:分散
剤規定
以下及
び水溶
解度以
下

1:Cかつ
化審法
同等試
験
2:S

1:1かつ
化審法
同等試
験
2:1又は
2

2:1or2 2:1or2

1:Aかつ
生態影
響試験
2:A又は
B

2:valid
2:採用
された
データ

2:採用
された
データ

2:採用
された
データ

2:採用
された
データ

1:GLP
2:非
GLP

データ名称

急性 4
Desmodesmu
s subspicatus

growth
rate

EC50 72 h > 100 mg/L study report 1997 2

当該CASは複数の物質が該当
するCAS番号であり、キーデータ
の選定に先立って、被験物質が
当該CASを代表する物質である
かを検討し、
代表するものと判断できないた
め棄却した。*１
Diethylenglycol-Hexadecylether

ECHA①
Read across Cat WoE
Toxicity to aquatic algae
and cyanobacteria.002

慢性

急性 4
Daphnia
magna

mobility EL50 48 h 51 mg/L study report 2000 2

当該CASは複数の物質が該当
するCAS番号であり、
キーデータの選定に先立って、
被験物質が当該CASを代表する
物質であるかを検討し、
代表するものと判断できないた
め棄却した*１
Iso-stearyl-ethoxylate

ECHA②
Read across Subs Key
Short-term toxicity to
aquatic invertebrates.001

慢性 4
Daphnia
magna

reproducti
on

NOEC 21 d 0.77 mg/L publication 1999 2
被験物質が異なるため

C12 - C13 alcohol ethoxylate

ECHA③
Read across Cat WoE Long-
term toxicity to aquatic
invertebrates.002

3 Danio rerio mortality LC50 96 h 108 mg/L study report 2008 2
dose responseと毒性値の関係
に明らかな間違いがあり、毒性
値が確定しないため

ECHA④
Exp Key Short-term toxicity
to fish.001

4
Cyprinus
carpio

mortality LC50 96 h > 500 mg/L study report 2002 3 被験物質不明、read across:

ECHA⑤
Read across Subs NS
Short-term toxicity to
fish.002

慢性

備考
（不採用の理由）

信頼性

魚類

生物種

藻類

甲殻類

急性

文献情報学名

*１毒性試験を実施する場合、被験物質については別途環境省　リスク評価
担当まで御連絡下さい。メールアドレス：chem@env.go.jp

*２備考として特に記載ない場合、被験物質は当該物質と同一。

影響内容
暴露期
間（値）

暴露期間
（単位）

毒性値
(不等
号)

毒性値
(単位)

エンドポ
イント

毒性値
(数値)

詳細な信頼性
評価を必要と
する有害性

データ

詳細な信頼性評価を必要としない有害性データ
【上段】評価書・データベース略称

【下段】信頼性評価基準 (化審法ランク：評価書ランク)
原著

著者 タイトル 記載誌 発行年



有害性クラス判定の根拠データ一覧

CAS番号 68439-49-6
化審法整理番号
旧指定物質番号
物質名 Alcohols, C16-18, Ethoxylated

水溶解度 mg/L
備考

化審法
審査済

農薬登
録基準

USEPA
PED

OECD
SIDS

EU
IUCLID

ECHA

環境省
環境リ
スク初
期評価

EU
RAR

NITE初
期リス
ク（有
害性）
評価

ECETO
C

EHC CICAD
Japan

C

全て1

1:分散
剤規定
以下及
び水溶
解度以
下

1:Cかつ
化審法
同等試
験
2:S

1:1かつ
化審法
同等試
験
2:1又は
2

2:1or2 2:1or2

1:Aかつ
生態影
響試験
2:A又は
B

2:valid
2:採用さ
れた
データ

2:採用さ
れた
データ

2:採用さ
れた
データ

2:採用さ
れた
データ

1:GLP
2:非
GLP

データ名
称

急性

慢性

急性

慢性

3
Oryzias
latipes

Mortality LC50 2 d 3.5 mg/L
Kikuchi,M., and
M. Wakabayashi

Lethal Response of Some Surfactants to
Medaka Oryzias latipes with Relation to
Chemical Structure

Nippon Suisan
Gakkaishi50(7):1235-
1240

1984

3
Oryzias
latipes

Mortality LC50 2 d 4.5 mg/L
Kikuchi,M., and
M. Wakabayashi

Lethal Response of Some Surfactants to
Medaka Oryzias latipes with Relation to
Chemical Structure

Nippon Suisan
Gakkaishi50(7):1235-
1240

1984

3
Oryzias
latipes

Mortality LC50 2 d 4.6 mg/L
Kikuchi,M., and
M. Wakabayashi

Lethal Response of Some Surfactants to
Medaka Oryzias latipes with Relation to
Chemical Structure

Nippon Suisan
Gakkaishi50(7):1235-
1240

1984

慢性

＊備考として特に記載ない場合、被験物質は当該物質と同一

魚類

甲殻類

藻類

信頼性生物種

急性 AQUIRE 11271AQUIRE

文献情報学名 影響内容
暴露期
間（値）

暴露期間
（単位）

毒性値
(不等
号)

毒性値
(単位)

エンドポ
イント

発行年

詳細な信
頼性評価
を必要と
する有害
性データ

備考
（不採用の理由等）

暴露期間が対象外

毒性値
(数値)

詳細な信頼性評価を必要としない有害性データ
【上段】評価書・データベース略称

【下段】信頼性評価基準 (化審法ランク：評価書ランク)
原著

著者 タイトル 記載誌



有害性クラス判定の根拠データ一覧

CAS番号 9005-00-9
化審法整理番号
旧指定物質番号
物質名 Poly(oxy-1,2-ethanediyl), .alpha.-octadecyl-.omega.-hydroxy-

水溶解度 mg/L
備考

生物種

化審法
審査済

農薬登
録基準

USEPA
PED

OECD
SIDS

EU
IUCLID

ECHA

環境省
環境リ
スク初
期評価

EU
RAR

NITE初
期リス
ク（有
害性）
評価

ECETO
C

EHC CICAD
Japan

C

全て1

1:分散
剤規定
以下及
び水溶
解度以
下

1:Cかつ
化審法
同等試
験
2:S

1:1かつ
化審法
同等試
験
2:1又は
2

2:1or2 2:1or2

1:Aかつ
生態影
響試験
2:A又は
B

2:valid
2:採用さ
れた
データ

2:採用さ
れた
データ

2:採用さ
れた
データ

2:採用さ
れた
データ

1:GLP
2:非
GLP

データ名
称

藻類 急性

慢性

甲殻類 急性

慢性

魚類 急性 4
Oncorhynchu

s mykiss
LC50 96 hour > 5.6 mg/L study report 1995 4

ECHAで信頼性「4」のた
め

①
Exp Supporting Short-term
toxicity to fish.001

慢性

＊備考として特に記載ない場合、被験物質は当該物質と同一

文献情報

詳細な信
頼性評価
を必要と
する有害
性データ

備考
（不採用の理由等）

詳細な信頼性評価を必要としない有害性データ
【上段】評価書・データベース略称

【下段】信頼性評価基準 (化審法ランク：評価書ランク)
原著

著者 タイトル 記載誌 発行年

毒性値
(不等
号)

信頼性
毒性値
(単位)

エンドポ
イント

毒性値
(数値)

学名 影響内容
暴露期
間（値）

暴露期間
（単位）




